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【提出日】平成21年3月27日(2009.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分からなる混合物を反応させることにより製造された組成物：
　（ａ）アルキル又はアルケニル置換基の平均分子量が４５０乃至５０００であるアルキ
ル又はアルケニルコハク酸誘導体、および
　（ｂ）下記式のジアミノナフチル化合物：
【化１】

　（式中、Ｒ1およびＲ2は独立に、水素およびＣ1-10アルキルからなる群より選ばれ、そ
してＲ3は水素、ヒドロキシル、Ｃ1-6アルキルまたはＣ1-6アルコキシである）
　ただし、（ａ）と（ｂ）とのモル比は１：１．５乃至１：３である。
【請求項２】
　アルキル又はアルケニル置換基の平均分子量が４５０乃至２５００である請求項１に記
載の組成物。
【請求項３】
　アルキル又はアルケニル置換基の平均分子量が５５０乃至１３００である請求項１に記
載の組成物。
【請求項４】
　アルキル又はアルケニルコハク酸誘導体が、不飽和酸性試薬とポリアルキレンとを強酸
の存在下で反応させることにより製造されたものである請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ポリアルキレンが、当初はメチレン異性体を５０％以上含むが、不飽和酸性試薬との反
応の前に強酸で処理されて５０％以下のポリアルキレンがメチルビニリデン末端基を有す
るようにされたものである請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　ポリアルキレンがポリイソブチレンである請求項４に記載の組成物。
【請求項７】
　アルケニルコハク酸誘導体が、無水マレイン酸とＭnが４５０乃至３０００のポリイソ
ブチレンとの熱反応により製造されたものである請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ1が水素である請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｒ2が水素である請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　Ｒ3が水素である請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
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　ジアミノナフチル化合物が、ナフタレン－１，５－ジアミン、ナフタレン－１，６－ジ
アミン、ナフタレン－１，７－ジアミンおよびナフタレン－１，８－ジアミンからなる群
より選ばれる請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　ジアミノナフチル化合物が、ナフタレン－２，６－ジアミンおよびナフタレン－２，７
－ジアミンからなる群より選ばれる請求項９に記載の組成物。
【請求項１３】
　Ｒ3が、ヒドロキシル、Ｃ1-6アルキルまたはＣ1-6アルコキシである請求項１に記載の
組成物。
【請求項１４】
　Ｒ3が、水素またはＣ1-6アルキルである請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　（ａ）と（ｂ）とのモル比が、１：１．７乃至１：２．５である請求項１に記載の組成
物。
【請求項１６】
　（ａ）と（ｂ）とのモル比が、１：２である請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　該混合物をさらにモリブデン化合物またはホウ素化合物から選ばれた酸性試薬と反応さ
せることを含む請求項１に記載の組成物。
【請求項１８】
　下記の成分を含む潤滑油組成物：
　１）潤滑粘度の油、および
　２）下記の成分を反応させる方法により製造された多機能生成物：
　（ａ）アルキル又はアルケニル置換基の平均分子量が４５０乃至５０００であるアルキ
ル又はアルケニルコハク酸誘導体、および
　（ｂ）下記式のジアミノナフチル化合物：
【化２】

　（式中、Ｒ1およびＲ2は独立に水素およびＣ1-10アルキルからなる群より選ばれ、そし
てＲ3は水素、ヒドロキシル、Ｃ1-6アルキルまたはＣ1-6アルコキシである）
　ただし、（ａ）と（ｂ）とのモル比は１：１．５乃至１：３である。
【請求項１９】
　組成物の全質量に基づき０．０１乃至１０質量％の多機能生成物を含む請求項１８に記
載の潤滑油組成物。
【請求項２０】
　組成物が、組成物の全質量に基づき０．５乃至５質量％の多機能生成物を含む請求項１
９に記載の潤滑油組成物。
【請求項２１】
　さらに、下記の成分を含む請求項２０に記載の潤滑油組成物：
　３）無灰分酸剤、
　４）清浄剤、
　５）金属ジアルキルジチオリン酸塩。


	header
	written-amendment

